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メ デ ィ アネ ッ ト とは
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概要

ビデオは、 人の目を引きつけて大量の情報をすばや く 伝える手段と し て注目を集めていま

す。 すでに業務にビデオを取り入れている企業は、 ビデオ メ デ ィ アを効果的に利用すればコ

ス ト の大幅削減や、 短期間での教育、 そ し て メ ッ セージの伝達における短期間での投資回収

などが可能である こ と を認識し ています。

これまでにはなかっ た形でのビデオの利用が可能にな っ ていますが、 従来からの使い方で

あっ ても、 配信と伝送のメ カニズムと し て IP ネ ッ ト ワーク を使用する こ と でビデオの利用

が増大し ています。高品質の対話型オーデ ィ オ ビデオならば現実に近いエクスペ リ エンスも

可能であ り、 出張費や時間の節約とい う効果を得る こ とができますが、 そのための管理コス

ト はご く 小さ なものです。 オンデマン ド  ビデオを利用すれば、 世界各地の視聴者に向けて、

ト レーニングや会社メ ッ セージ伝達を手軽に行う こ とができます。IP ネ ッ ト ワーク上のビデ

オ サーベイ ラ ンスには、 導入の容易さ だけでな く 、 既存の通信イ ン フ ラス ト ラ クチャ を効率

的に再利用できる とい う利点もあ り ます。

ビデオの利用が拡大し てい く と、 ネ ッ ト ワークの構築と運用の方法、 およびネ ッ ト ワークの

機能を変える必要があ り ます。メ デ ィ アやネ ッ ト ワーク  アプ リ ケーシ ョ ンのニーズをネ ッ ト

ワークが認識し て応答する こ とが非常に重要です。大量のネ ッ ト ワーク  リ ソースを要求する

アプ リ ケーシ ョ ンが増えるなかで、 ベス ト  エ フ ォー ト 型の配信モデルを成り立たせるには、

絶えずイ ン フ ラス ト ラ クチャのア ッ プグレー ド を行って、 常に需要の一歩先を行 く よ う にし

なければな り ません。ネ ッ ト ワークが実行するサービスをネ ッ ト ワーク  アプ リ ケーシ ョ ンが

認識 （および使用） する こ との必要性が高ま り つつあり ます。 アプ リ ケーシ ョ ン管理の単純

化に加えて、 コ ンテキス ト 認識可能なエクスペ リ エンスをよ り ソーシャルで、ビジュアルで、

パーソナルなものにするためです。

メ デ ィ アネ ッ ト とは、 リ ッ チ メ デ ィ アに合わせて最適化されたネ ッ ト ワークです。 音声と ビ

デオだけでな く 、 ビデオ と ド キュ メ ン ト 、 Web ページ、 テキス ト など、 さ まざまな形態のメ

デ ィ アを混在させる こ とができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ンはサービスや情報についてネ ッ ト

ワークに問い合わせる こ とができるので、エン ド  ユーザのエクスペ リ エンスの質が高ま り ま

す。 ネ ッ ト ワークは、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンのそれぞれに合わせたサービスを提供できる

ので、 ビジネスに対する重要性に基づいたネ ッ ト ワーク  リ ソースの割り当てが可能です。

メ デ ィ アネ ッ ト の基本的な利点は次のとお り です。

1. エクスペ リ エンス ： メ デ ィ ア コ ンテンツの効果を発揮させるには、 パーソナル化が可能

である こ と と、 使いやすさ、 そ し て可能な限り高い QoE （Quality of Experience） が求

められます。

2. 効率 ： デバイス とネ ッ ト ワークのリ ソースが十分に用意されていても、 マルチ メ デ ィ ア

セ ッ シ ョ ンの数が増える と突然リ ソースが足り な く なる こ と もあ り ます。 効率的に使用

されるよ う に リ ソースを管理する必要があ り ます。
009 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. Page 1 of 15



All contents are Copyright © 1992-2

ホワイ ト  ペーパー
3. 拡張性/スピー ド ： 新しいサービスが追加されてネ ッ ト ワークの複雑さが増し てい く と、

デバイスやアプ リ ケーシ ョ ンの処理に時間がかかるよ う にな り ます。 単純さ、 管理ツー

ル、 自動展開、 およびセルフサービス メ カニズムはどれも、 運用作業の負荷を軽減し、

応答時間の短縮に役立ちます。

すでにこれらの領域に対処するデバイスや機能実装も登場し ていますが、 これらの領域を統

合し て、 シームレスにビデオの制作、 管理、 使用ができるよ う にするためには、 まだかな り

の作業が必要です。 この 3 つのフ ォーカス エ リ アにおける今後の発展は常に、 統合型の メ

デ ィ ア最適化ネ ッ ト ワーク と し てま と められます。 このネ ッ ト ワークが、 今日存在する メ

デ ィ アネ ッ ト の基本的な形です。 今後、 統合型でエン ド ツーエン ドの検証済み設計が段階的

に発表される予定であ り、 この設計を指針と し て利用する こ と で、 短期間での展開が可能に

な り ます。

「メ デ ィ アネ ッ ト 」 の定義

メ デ ィ アネ ッ ト は、 メ デ ィ アのために最適化されたユーザ デバイス、 アプ リ ケーシ ョ ン、 お

よびネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャの集合です。このメ デ ィ アの主流はおそら く ビデオ

ですが、 ビデオに限定されるわけではあ り ません。

さ まざまな種類のビデオ、 オーデ ィ オ、 および文書を協調させ、 同期させて一つのエクスペ

リ エンスを作り出すこ とは、 ネ ッ ト ワークがメ デ ィ アネ ッ ト と なる う えで非常に重要な部分

です。 このよ う なマルチス ト リ ーム協調の初期の実装例に、 対話型ビデオ会議があ り ます。

この会議では、 複数の参加者がビデオを介し て互いに結び付けられますが、 音声のみで参加

する こ と もできます。 また、 ド キュ メ ン ト 、 プレゼンテーシ ョ ン、 ホワイ ト ボー ドの共有が

可能です。 メ デ ィ アネ ッ ト とは、 既存の IP NGN や AVVID のネ ッ ト ワーク  アーキテ クチャ

を置き換える ものではな く 、 マルチ メ デ ィ ア空間を このよ う な既存のネ ッ ト ワークへと広げ

る、 革新的なテ ク ノ ロジーです。

メ デ ィ アネ ッ ト  システムによる リ ッ チ メ デ ィ アの送信、 配信、 および最適化を実現するの

は、 ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャのすべてのレベルに追加された新しい能力と、 エン

ド  デバイスです。 ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャの能力はこれから も、 テ ク ノ ロジー

が成熟し て製品に実装されるのに合わせて拡大し ていきます。

1. QoE （Quality of Experience） の改善と個別化

2. 展開および管理の単純化

3. 利用可能な リ ソースの最適な使用

相互運用性の実現のために、 メ デ ィ アネ ッ ト では、 このよ う な新しい能力を実装する と きに

既存の標準をできる限り使用する とい う方針が採用されています。 メ デ ィ アネ ッ ト は決し て

一つのベンダーだけのものではな く 、 さ まざまなベンダーからのデバイスを包含する こ とが

できます。

ネ ッ ト ワークの課題

音声通信をネ ッ ト ワーク内に展開し統合する こ とは、最近の多面的なビデオ アプ リ ケーシ ョ

ンに比べれば単純で し た。 この項では、 メ デ ィ アネ ッ ト を適切に実装する う えで克服が必要

な課題を取り上げます。 VoIP （Voice over IP） と同様に、 ビデオの伝送に IP を利用すれば、

通信イ ン フ ラス ト ラ クチャの再利用と集約が可能にな り ます。 ビデオにはさ まざまな種類が

あ り、 多様な伝送メ カニズム （衛星、 DVD、 タ ッ プ、 同軸） が必要で し たが、 メ デ ィ アネ ッ
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ト ならば使用するシステムは一つだけです。VoIP に関し ては、ネ ッ ト ワークの遅延やジ ッ タ

などの特性に関する懸念があ り ま し た。ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンがイ ン タ ラ ク テ ィ ブなもの

ならば、 遅延やジ ッ タは軽視できな く な り ます。 他の種類のビデオ アプ リ ケーシ ョ ンでも、

高品質ビデオを配信するには、 生帯域幅の量が制約事項の一つと なる可能性があ り ます。 さ

らに、 音声とは異な り、 ビデオ ス ト リームの場合は、 ネ ッ ト ワークの質の低下がご く わずか

であっても、 目立つ欠陥につながる こ とがあ り ます。

ネ ッ ト ワーク上でビデオを送信するには、 ネ ッ ト ワーク側のさ まざまな課題を解決し なけれ

ばな り ません。 その代表が、 予測可能性、 パフ ォーマンス、 品質、 およびセキュ リ テ ィ です。

予測可能性

前述のよ う に、 ビデオはかな りの大き さの帯域幅を消費する こ とがあり ます。 高精細 （HD）

ビデオの普及が進むと、 この使用量も急増するで し ょ う。 1 時間の HD ビデオを、 現在一般

的なビデオ コーデッ ク を使用し てス ト リー ミ ングする と、ネ ッ ト ワーク上の帯域幅を 20 GB

以上も消費する こ とがあ り ます。 使用する コーデ ッ クが古ければ、 消費量は倍にな り ます。

セ ッ シ ョ ンを録画する場合は （たと えばイ ン タ ラ クテ ィ ブ ミ ーテ ィ ングや従業員に向けたブ

ロー ド キャス ト の場合）、 コ ンテンツを保存するために 20 GB を超えるス ト レージが必要に

な り ます。 ビデオが正し く 再生されるために必要な リ ソースの大き さ を考える と、 予想でき

る成功の可能性がある程度高 く なければな り ません。

ビデオは、 他の ト ラ フ ィ ッ ク  タ イプ、 た と えば TCP に比べて 「融通がきかない」 と言われ

ます。TCP は利用可能な帯域幅の大き さに基づいて送信レー ト を調整するよ う になっている

ので、 輻輳が回避されます。 さ らに、 データが失われたと き も、 TCP は再送信による復旧が

可能です。 ビデオの形態 （つま り リ アルタ イム アプ リ ケーシ ョ ン） の多 く は、 帯域幅の動的

な調整はできず、 パス上にどのよ う な帯域幅制約があるかを認識する こ と も不可能です。

ネ ッ ト ワーク と エン ド ポイ ン ト が扱う帯域幅の大き さは変動が激しいので、 何らかの保護と

予測可能性が必要です。 全消費者に 1 時間の HD ビデオを配信するのに十分なキャパシテ ィ

がエン ド ポイ ン ト と ネ ッ ト ワークにある とは限り ません。 たと えば、 ネ ッ ト ワークの一部分

の帯域幅が限られているために、高品質ビデオと通常のビジネス ト ラ ンザクシ ョ ンの両方を

維持できないとい う こ と もあ り ます。 このよ う な競合が制御可能である こ と と、 予測可能で

ある こ とが必要です。

メ デ ィ アネ ッ ト では、 アプ リ ケーシ ョ ンはネゴシエーシ ョ ン を行っ てエン ド ツーエン ド の

ネ ッ ト ワーク  リ ソースを確保し ます。 帯域幅の確保に加えて、 遅延が小さ く 安定し たキュー

とパスへのア ク セスを確保し てから、 メ デ ィ ア ス ト リ ームを開始し ます。 従来型のネ ッ ト

ワークでは、 だれかがビデオ会議を始めたためにビデオ監視の動作が中断し て し ま う こ と も

あ り得ます。 ビジネス ポ リ シーによ っては、 このよ う な中断も許容されますが、 両方のアプ

リ ケーシ ョ ンがネ ッ ト ワークにア ク セス し よ う と し た と きの結果が予測可能でなければな

り ません。 ビデオの性質を考える と、限りのある同じ帯域幅をめぐ って 2 つのビデオ アプ リ

ケーシ ョ ンが競合し たと きは、 結果と し てどち らのアプ リ ケーシ ョ ン も ビデオの品質が低下

する こ とにな り ます。 別の例と し て、 競合が同じ アプ リ ケーシ ョ ン セ ッ シ ョ ン内で発生し た

と きのこ と を考えてみます。 ビデオ会議の参加者が 2 人だけのと きは問題な く ても、 3 人や

4 人のマルチパーテ ィ  セ ッ シ ョ ンになる と、 必要な ト ラ フ ィ ッ ク をネ ッ ト ワークが処理し き

れな く なる こ と もあ り ます。 このよ う な場合でも、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンはネ ッ ト ワーク

に リ ソースを要求し て、 競合を認識し たら、 スケールを縮小する （た と えば音声のみの会議

にする） こ とができます。
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パフ ォーマンス

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンのタ イ プによ っ ては、 ネ ッ ト ワーク  パフ ォーマンスの影響に敏感

な ものがあ り ます。 ネ ッ ト ワーク  パスのパフ ォーマンス特性の代表的な ものが、 遅延、 損

失、 ジ ッ タ です。

遅延の原因と し ては、 物理的な限界 （光の速度） の他に、 パケ ッ ト が通過するルータやゲー

ト ウ ェ イのバッ フ ァがあ り ます。 遅延が 400 ミ リ秒を超える と （カ メ ラからデ ィ スプレ イま

で）、 人間が感知できるよ う にな り、 対話型コ ミ ュニケーシ ョ ンが妨げられます。

ジ ッ タ とは、 遅延の変動です。 バッ フ ァ を使用すれば、 遅延の変動を平滑化する こ とができ

ます。 ビデオが正し く 再生されるためには、 ネ ッ ト ワークの持つタ イ ミ ング情報が正確でな

ければな り ません。 すべてのデバイスのク ロ ッ クが同期し ていなければ、 スムーズな再生は

不可能です。 ネ ッ ト ワーク内のバッ フ ァ リ ングが多すぎる と、 対話型ビデオはその効果を発

揮で き な く な り ます。 メ デ ィ アネ ッ ト には、 正確な ク ロ ッ ク同期と、 エン ド ツーエン ド で

ネ ッ ト ワーク遅延を測定する機能があるため、 使用するバッ フ ァ リ ングを必要最小限に抑え

る こ とができます。

メ デ ィ ア ス ト リームが宛先に到達するために通過できるネ ッ ト ワーク  パスが複数存在する

こ と もあ り ます。 その中で、 あるパスが他のパスよ り も ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに適し てい

る可能性もあ り ます。 パフ ォーマンスを認識可能な メ デ ィ アネ ッ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン パ

フ ォーマンスの要件に応じ て最適なネ ッ ト ワーク  パスを選ぶこ とができます。

品質

ビデオの品質を高めるには、 解像度を上げ、 色の数 （ピ クセルあた りのビ ッ ト 数） を増やし、

空間的音声 （複数の音声チャネルと高いサンプ リ ング レー ト ） と複数のデ ィ スプレ イ を使用

し ます。 これらはすべて、 帯域幅所要量の増加の要因であ り、 結果と し て、 ネ ッ ト ワーク状

態の悪化に対する敏感さ を増大させます。

ビデオの場合は、 欠陥が目立つよ う になる と、 セ ッ シ ョ ンのエクスペ リ エンスの質が一気に

低下し ます。 オーデ ィ オの場合は、 質に関し てエン ド  ユーザは比較的寛容ですが、 これはビ

デオには当てはま り ません。 ビデオの質が悪ければユーザはすぐに気分を害し て し まいます

が、 ネ ッ ト ワーク配信側にさ さいな問題があるだけでも、 ビデオの質は低下する こ とがあ り

ます。 ビデオの場合はさ らに、 同時に再生されるオーデ ィ オの質も良好に維持する とい う負

荷が上乗せされ、 その負荷はかな りのものにな り ます。 た と えば、 ビデオ シーケンスのオー

デ ィ オ部分だけが先に聞こえる とユーザは違和感を覚えます。 ただし、 オーデ ィ オがビデオ

よ り遅れて聞こえる場合はそれほど気にな り ません。

マルチス ト リーム イ ン タ ラ クシ ョ ン （複数の音声/ビデオ ス ト リームを束ねて優れたエクス

ペ リ エンスを形成する） の利用が増加し ています。 たと えば、 Cisco TelePresence は、 複数

の HD ビデオ/音声ス ト リームを使用する こ と で、空間を共有し ているよ う な錯覚を作り出し

ています。 WebEx による会議にも、 Web カ メ ラや電話を使用し て複数の人が参加する こ と

ができます。 このよ う なマルチス ト リーム イ ン タ ラ クシ ョ ンは、 ネ ッ ト ワークに高い負荷を

かけます。 整合性の取れたエクスペ リ エンスを作り出すには、 すべてのス ト リームを一つの

ものと し て扱う必要があるからです。 オーデ ィ オと ビデオの同期だけでな く 、 複数のビデオ

ス ト リームと複数のオーデ ィ オ ス ト リームとの同期も常に完全でなければな り ません。リ ッ

プシン ク  エラー （音声と ビデオのずれ） などの問題を回避するには、 すべてのス ト リームが

ネ ッ ト ワーク上の同じパスを通る こ と と、 同じ優先順位が与えられる こ とが必要です。 これ

まで とは異な り、 ネ ッ ト ワーク  ト ラ フ ィ ッ クの優先順位を メ デ ィ ア タ イプだけを基準に決
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める （ビデオ、 音声、 テキス ト  アプ リ ケーシ ョ ンの順） こ とは不可能です。 同じ イ ン タ ラ ク

シ ョ ンのス ト リームはすべて、 同じ レベルの QoS （Quality of Service） を保証し て扱う必要

があ り ます。

こ こではサービスプロバイダーが果たす役割が特に重要です。 サービスプロバイダーが提供

可能なサービス と し て、企業および消費者向けのプレ ミ アム IP サービスが考えられます。 こ

れは、ビデオ ト ラ フ ィ ッ クへの十分な帯域幅割り当てを保証する と共に、適切なサービス レ

ベルによ って、 QoE をエン ド ツーエン ド で維持する とい う ものです。

メ デ ィ アネ ッ ト には、 自身を監視する機能もあ り、 エン ド ポイ ン ト だけでな く ネ ッ ト ワーク

内の問題を報告できるよ う になっています。 メ デ ィ アネ ッ ト は、 メ デ ィ ア ス ト リームと その

要求を理解し た う えで、 QoE の許容し きい値を作成し ます。 このし きい値を超えた と きは、

障害を回避するよ う に再ルーテ ィ ングするか （ネ ッ ト ワーク障害がある場合） 、 セ ッ シ ョ ン

を一時中止するか、それと も エン ド  ユーザ期待品質のレベルを下げるかをアプ リ ケーシ ョ ン

と ネ ッ ト ワークが決定し ます。

一つのビデオ ス ト リ ームに対し て多数の消費者がいる場合は、 各ユーザに届けるビデオ ス

ト リームの質を可能な限り高めるよ う に、ユーザご とにビデオ ス ト リームを差別化する こ と

もできます。 ビデオ ス ト リームの質を下げる要因には、 デバイスまでのパス上の利用可能帯

域幅の大き さに加えて、 デバイスそのものの能力があ り ます。 メ デ ィ アネ ッ ト には HD ビデ

オを標準画質 （SD） ビデオに変換する機能もあ り （両者は解像度だけでな く 画面のアスペク

ト も異なる）、エン ド ユーザの SD 専用デバイスで HD ビデオが適切に再生されない場合に利

用する こ とができます。

セキュ リ テ ィ

統合型コ ミ ュニケーシ ョ ン システムに関する懸念の一つに、コ ミ ュニケーシ ョ ンが行われて

いる間のセキュ リ テ ィ があ り ます。 機密性の高い ト ラ フ ィ ッ ク を暗号化すれば、 この懸念は

緩和されますが、 ト ラ フ ィ ッ クの内容をネ ッ ト ワークが認識できな く なる とい う副作用があ

り ます。 つま り、 追加の差別化サービスを提供するために必要な情報をネ ッ ト ワークが得る

こ とができな く な り ます。 た と えば、 暗号化されていない ト ラ フ ィ ッ クの中に、 アプ リ ケー

シ ョ ンのタ イプやその要件に関する情報がなければ、遅延に寛容な FTP ト ラ フ ィ ッ ク も、遅

延やジ ッ タに敏感な対話型ビデオも、 同じ よ う に処理される こ とにな り ます。

メ デ ィ アネ ッ ト は、 暗号化された ト ラ フ ィ ッ クの差別化を、 他の情報に基づいて行う こ とが

できます。 その情報の例と し て IP ヘ ッ ダーの DSCP フ ィ ールドがあ り ますが、 このフ ィ ー

ルドは、 そのパケ ッ ト に対する全般的な QoS （Quality of Service） の扱いを表し ます。 ただ

し、 ネ ッ ト ワークがある状態に変化し た と きにネ ッ ト ワークが取るべきアクシ ョ ンの情報を

記述するには、 DSCP フ ィ ール ド では情報の細分性が不足する可能があ り ます。 た と えば、

さ まざまなビデオ アプ リ ケーシ ョ ンで同じ  DSCP 値が使用されているけれど も、 あるビデ

オ アプ リ ケーシ ョ ンには他よ り も高い優先順位を与えて差別化し たいとい う場合です。

メ デ ィ アネ ッ ト は、 メ タデータに基づいて ト ラ フ ィ ッ ク を差別化する こ とができます。 メ タ

データは、 実際の メ デ ィ ア ス ト リ ームと共に送信される追加のコ ンテキス ト 情報です。 メ

デ ィ アネ ッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンによ ってエン コー ド される このメ タデータに基づいて、ネ ッ

ト ワークはアプ リ ケーシ ョ ン固有のニーズに応じ た方法で各アプ リ ケーシ ョ ンを処理し、 さ

らに、 メ タデータの内容を読み取って追加のサービスを実行する こ と もできます。 メ タデー

タ自身に機密性の高い情報が含まれる こ と もあるため （機密性の高さは、 関連する メ デ ィ ア

ス ト リームほどではあ り ませんが） 、 権限を与えられたネ ッ ト ワークだけが処理できるよ う

に暗号化する こ と もできます。
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企業間のリ ッ チ メ デ ィ ア コ ミ ュニケーシ ョ ンを促進する う えで、 セキュ リ テ ィ は特別な役

割を果たし ます。セキュアでアプ リ ケーシ ョ ンを認識する コ ミ ュニケーシ ョ ン ポイ ン ト を企

業と企業の間に作る こ とは、 メ デ ィ アネ ッ ト の本質の一つです。 このよ う なネ ッ ト ワークで

は、 一つの企業の中からその外へと、 フ ァ イアウォールやセキュ リ テ ィ  ゲー ト ウ ェ イ を越え

て移動する メ デ ィ アのセキュ リ テ ィ が検証され、 品質も保証されます。

メ デ ィ アネ ッ ト の利点

図 1

メ デ ィ アネ ッ ト の利点が発揮される領域は、 エクスペ リ エンス、 効率、 および拡張性/スピー

ドの 3 つです。 メ デ ィ アネ ッ ト 対応の製品が各市場に登場するのに合わせて、 今後シスコは

この 3 つの領域における機能を改善し ていきます。

エクスペ リ エンス

メ デ ィ ア （およびコ ミ ュ ニケーシ ョ ン一般） の目的は、 ア イデ ィ アを伝える こ と です。 「メ

デ ィ ア」 の意味と価値は、 ある場所から別の場所へと移動するデジ タル データ だけに関係す

るのではな く 、 いかにアイデ ィ アに注目を集め、 人々に理解し ても らい、 最大限に利用し て

も ら っ たかと い う 形で現れます。 「アイデ ィ ア」 の移動と投影を成功させるには、 テ ク ノ ロ

ジーが透過的で、 使いやすいものである と同時に、 最高の品質と普遍的利用をテ ク ノ ロジー

によ って実現する こ とが求められます。

ビデオの深みと リ ア リズムが高まるにつれて、 関与、 参加、 およびコ ミ ュニケーシ ョ ンのレ

ベルも高ま り ます。 この高いレベルのリ ア リ ズムを参加者に届けるには、 ネ ッ ト ワーク  リ

ソースの使用量も多 く な り ます。 ネ ッ ト ワークに求められる こ とは帯域幅の増大だけではな

く 、 帯域幅の品質の点でも向上が必要です。 た と えば、 きわめて高品質の単方向ビデオを配

信するために必要なのは、 ある程度の帯域幅です。 必要量に足らなければ転送に時間がかか

りすぎ、使いものにならな く な り ます。 しかし、 イ ン タ ラ ク テ ィ ブな高品質ビデオの場合は、

ネ ッ ト ワーク帯域幅に関し て特別な要求があ り ます。 それは、 低遅延のパス とキューにアク

セスできる こ と です。
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また、 参加者一人一人の接続状態やデバイスの能力が異なる とい う こ と も考えられます。 た

と えば、単方向セ ッ シ ョ ンの参加者が低速のセルラー ネ ッ ト ワーク を介し て接続し ているけ

れど も、 他の参加者はメ ガビ ッ ト  ク ラスの余裕のある接続を使用し ている とい う場合です。

さ らに、 高速接続のユーザが使用し ているデバイスの中には、 サウン ド （サラウン ドかモ ノ

ラルか） 、 画面サイズ、 画面アスペク ト 比、 画面解像度などの点で高い能力を持つものもあ

るで し ょ う。 セ ッ シ ョ ンの主催者と参加者が望むのは、 全員が参加できる こ とに加えて、 一

人一人の状況に合わせて参加できる こ と です。 つま り、 ユーザのだれもが可能な限り最高の

質と エクスペ リ エンスを楽しめる こ とが期待されます。

メ デ ィ アネ ッ ト の目的は、よ り効果的でイ ン タ ラ クテ ィ ブな リ アルタ イム セ ッ シ ョ ンの実現

だけではあ り ません。 他のタ イ プの メ デ ィ アについて も、 感覚的体験の利用可能性、 深み、

および質を高める こ と を目指し ています。 その結果は、 メ デ ィ ア （またはセ ッ シ ョ ン） その

ものだけに現れるのではな く 、 メ デ ィ アを使う、 設定する、 そ し て大勢の人たち と共有する

と きの、 簡単さ と楽し さ と し ても現れます。

効率

メ デ ィ アネ ッ ト は、エン ド ポイ ン ト と ネ ッ ト ワーク  リ ソースの利用効率最大化を目指し てい

ます。 ビデオ対応アプ リ ケーシ ョ ンが増えてい く と、 高品質帯域幅の使用量が利用可能量を

上回る可能性があ り ます。 帯域幅をア ッ プグレー ド するだけでは、 その帯域幅の使用がすぐ

に拡大する とい う結果に終わって し まいます。 最悪の場合に備えてネ ッ ト ワーク を拡大し て

い く のではな く 、 メ デ ィ アネ ッ ト はネ ッ ト ワークへのアクセスを コ ン ト ロールし ます。 この

よ う にし て、その時々のビジネス ニーズに合わせてネ ッ ト ワーク を使用する こ とが可能にな

り ます。 このアクセス コ ン ト ロールは使いやす く 、 すぐに理解できて操作も簡単です。

エン ド ポイ ン ト 上では、 ネ ッ ト ワークのキャパシテ ィ を他のアプ リ ケーシ ョ ンがどのよ う に

使用し ているかの認識が可能であ り、 アプ リ ケーシ ョ ンは、 全体的なビジネスの優先順位に

おける各アプ リ ケーシ ョ ンの順位に基づいて、 自身の使用のスケーリ ングを行います。 たと

えば、 他の競合する （重要度が高い） アプ リ ケーシ ョ ンが存在するために、 低遅延で高キャ

パシテ ィ の帯域幅が使用不可能である場合は、 エン ド ユーザ期待品質のレベルを下げて、 よ

り低速のビデオ ス ト リームを使用し ます。 このよ う にすれば、 どち らのアプ リ ケーシ ョ ン も

機能し続ける こ とができ、 ビジネス プ ラ イオ リ テ ィ との矛盾も起きません。

ネ ッ ト ワーク  リ ソースを効率的に使用するための手法は、ネ ッ ト ワーク認識に基づいたマル

チスケーリ ングだけではあ り ません。 既存のネ ッ ト ワーク伝送テ ク ノ ロジー、 た と えばマル

チキャス ト 、 CDN （コ ンテンツ配信ネ ッ ト ワーク）、 WAN 最適化を適切に使用すれば、 同じ

コ ンテンツをネ ッ ト ワーク  ト ポロジ全体に配信する と きの伝送の重複が排除されるため、効

率が向上し ます。

効率を追求し てい く と、 その成果は環境への効果と し ても現れます。 メ デ ィ アネ ッ ト ならば

高品質のリ モー ト 会議を開催できるので、 コス ト と時間がかかる出張の必要性が減り、 環境

への悪影響も抑えられます。

拡張性/スピー ド

このよ う な、 ネ ッ ト ワーク  リ ソースを大量に使用する新し い タ イ プのアプ リ ケーシ ョ ン も

ネ ッ ト ワークが扱う よ う になる と、 展開と管理がますます難し く なる可能性があ り ます。
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このこ と を踏まえて、 メ デ ィ アネ ッ ト の機能は、 自動化が可能で、 容易に展開でき、 新しい

機能も難な く 取り込めるよ う に設計されています。 ネ ッ ト ワークへの新しいデバイスやアプ

リ ケーシ ョ ンの追加は、 ネ ッ ト ワーク  オペレータ と エン ド  ユーザの双方にと っ て簡単でな

ければな り ません。 同時に、 ネ ッ ト ワークなどの共有リ ソースに新しいホス ト やアプ リ ケー

シ ョ ンを追加する と きに、 信頼と セキュ リ テ ィ が損なわれてはな り ません。

メ デ ィ アネ ッ ト のパフ ォーマンス レベルは一定以上でなければな り ません。構成の問題や不

適切な展開が理由でネ ッ ト ワークの動作レベルが標準以下になる と、 ネ ッ ト ワークやアプ リ

ケーシ ョ ンに重大な影響が及ぶばか り でな く 、 ネ ッ ト ワーク と アプ リ ケーシ ョ ンに対する

ユーザの信頼が失われるおそれがあ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンやネ ッ ト ワークの各部分の展

開前検証も、 新しいアプ リ ケーシ ョ ンや、 ソ フ ト ウ ェ アまたはネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ

クチャの新しいバージ ョ ンを導入する と きの障壁の一つです。 自動化と自動設定、 および自

己組織化が可能な環境ならば、 ネ ッ ト ワークは、 要求の厳しいアプ リ ケーシ ョ ンやユーザの

期待にも応える こ とができます。

多 く の可動部分で構成される複雑なシステムは、 ト ラブルシューテ ィ ングも困難にな りがち

です。 メ デ ィ アネ ッ ト は、 アプ リ ケーシ ョ ン と エン ド ポイ ン ト を認識し ます。 アプ リ ケー

シ ョ ン と ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ クチャのパフ ォーマンスを監視し、 いつ、 ど こで、 ど

のよ う な種類のメ ンテナンスが必要かをオペレータに通知し ます。

エン ド ポイ ン ト を認識する とい う能力は、アプ リ ケーシ ョ ン と ネ ッ ト ワーク  イ ン フ ラス ト ラ

クチャ とのギャ ッ プを埋めるのに役立ちます。 現在、 多 く のアプ リ ケーシ ョ ンがネ ッ ト ワー

ク を通し て通信し ていますが、 実際にネ ッ ト ワーク と通信し ているわけではあ り ません。 ア

プ リ ケーシ ョ ンがネ ッ ト ワーク と通信し てサービス問い合わせや、 能力と要望の伝達ができ

るよ う になれば、 ネ ッ ト ワークがそのアプ リ ケーシ ョ ンに合わせて適切なポ リ シーを自動設

定する こ とが可能にな り、 管理のオーバーヘ ッ ドが排除されます。 また、 ネ ッ ト ワークはア

プ リ ケーシ ョ ンの自動設定を支援し、 警告をアプ リ ケーシ ョ ン管理者と ネ ッ ト ワーク管理者

の両方に伝えます。 このよ う な方法を と る こ と で、 企業におけるアプ リ ケーシ ョ ンの展開規

模の調整が可能になる と共に、 限られた リ ソースでよ り多 く のアプ リ ケーシ ョ ンをサポー ト

できるよ う にな り ます。

メ デ ィ アネ ッ ト のサービス カテゴ リ

メ デ ィ アネ ッ ト の持つさ まざまな機能や利点は、 い く つかの 「サービス カテゴ リ」 に分類す

る こ とがで き ます。 メ デ ィ アネ ッ ト のサービスは、 ネ ッ ト ワーク、 ホス ト 、 およびアプ リ

ケーシ ョ ンがエン ド  ユーザまたはネ ッ ト ワーク管理者に対し て提供可能なサービスの種類

を表し ます。

QoE （Quality of Experience）

QoE （Quality of Experience） とい う概念に含まれるのは、 アプ リ ケーシ ョ ンのユーザ エク

スペ リ エンスの監視、 ア カウンテ ィ ング、 ト ラ ッ キング、 および改善です。 ビデオ アプ リ

ケーシ ョ ンのタ イプによ って、 ネ ッ ト ワークの要件も異な り ます。 高品質、 リ アルタ イムの

対話型ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの場合は、 遅延、 ジ ッ タ、 損失、 信頼性、 および帯域幅に関

する要求が非常に高 く な り ます。 このよ う な要件は、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの QoE と有

効性に直接影響し、 アイデ ィ アの伝達、 ビジネスの促進、 および使う楽し さにその影響が及

びます。
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メ デ ィ アネ ッ ト によるユーザ エクスペリ エンス最適化は、 メ デ ィ ア、 ネ ッ ト ワーク、 および

ユーザを認識する とい う メ デ ィ アネ ッ ト の機能を使用し て行われます。 環境の変化に合わせ

て適応させる一方で、 ビジネス ポ リ シーとの整合性を維持し ます。 ビデオ アプ リ ケーシ ョ

ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン対ネ ッ ト ワークのイ ン ターフ ェ イスを通し て特定のサービス品質レ

ベルをネ ッ ト ワークに対し て要求し ます。 ネ ッ ト ワークはこの要求を受け取る と、 ビジネス

ポ リ シーと比較し て要求を検証し、 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ内で該当する リ ソースを確保し、

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの要求に対する応答を返し ます。 このよ う にし て、 セ ッ シ ョ ン開始

時に QoE 期待レベルが設定され、 セ ッ シ ョ ン終了時まで守られます。

メ デ ィ アネ ッ ト はその後も、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ン エクスペ リ エンス とネ ッ ト ワーク  パ

フ ォーマンスがアプ リ ケーシ ョ ンの要求を満た し ているかど う かの検証を継続的に行いま

す。 必要であれば、 アプ リ ケーシ ョ ンの中で、 またはネ ッ ト ワーク内で適応を行い、 このよ

う にし て最良のエクスペ リ エンスをエン ド  ユーザに届けます。

ネ ッ ト ワーク内での適応は、 さ まざまな形で行われます。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク  パスの変

更、 冗長ネ ッ ト ワーク  パスの要素の追加、 冗長/バッ クア ッ プ データ、 プロキシ ミ テ ィ と ロ

ケーシ ョ ンの認識です。 さ らに、 ア ド ミ ッ シ ョ ン コ ン ト ロール メ カニズムを使用する こ と

で、 ネ ッ ト ワークへのアクセスを、 あらかじめ決められた階層に基づいて制限する こ と もで

きます。

アプ リ ケーシ ョ ンの中での適応の方法と し ては、 ユーザの期待値の適切な設定、 ネ ッ ト ワー

ク  オペレータ と アプ リ ケーシ ョ ン ユーザがネ ッ ト ワークの状態を透過的に把握があ り ます。

現在の状況と制約に基づいてセ ッ シ ョ ンを開始するかど うかを、 アプ リ ケーシ ョ ンが決める

こ と もできます。 つま り、 QoE が許容レベルを下回っている と きはセ ッ シ ョ ンを開始し ない

とい う選択が可能です。 代わり に、 現在の環境と ビジネス ルールの中で許容される範囲で、

ネ ッ ト ワークに対する要求を縮小する こ と もできます。

セ ッ シ ョ ン制御

前述のとお り、 非常に細分化されたレベルで個々のセ ッ シ ョ ンを監視、 認証、 および管理で

きる こ とが必要です。 このレベルの詳細な制御は、 アプ リ ケーシ ョ ン自身にも及びます。 ア

プ リ ケーシ ョ ンの多 く は、 複数の形態のメ デ ィ アを使用し ます。 多 く のビデオ会議システム

は、 2 人だけでな く 多 く の人を結ぶこ と と、 音声、 ビデオ、 および ド キュ メ ン ト  イ メ ージン

グを協調させる こ と を目指し ています。 メ デ ィ アネ ッ ト のセ ッ シ ョ ン制御サービスは、 マル

チ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンにおける、アプ リ ケーシ ョ ンやネ ッ ト ワークの境界を越えた協調と応

答の能力を高める ものです。

QoE のサービスの目的が、 特定の品質への達成が可能かど う かの判断であるのに対し て、

セ ッ シ ョ ン制御とは、 帯域幅が少な く て済む解像度に切り替える、 または帯域幅の大きな別

のネ ッ ト ワーク  パスに切り替えるためにデバイス と ネ ッ ト ワーク をネゴシエー ト させ、協調

させるためのサービスです。

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの形態はさ まざまですが、 統合も進んでいます。 そのよ う なアプ リ

ケーシ ョ ンの組み合わせの例と し ては、 ビデオ オンデマン ド  コ ンテンツを表示でき るデジ

タル サイネージ （以前は PC デスク ト ッ プで しかできませんで し た） や、 従来型の電話会議

と  Web キャ ステ ィ ングの融合があ り ます。 このよ う な場合も、 セ ッ シ ョ ン制御が接着剤の

役割を果たすこ と で、 アプ リ ケーシ ョ ンど う しが協調し てコ ンテンツの生成、 混合、 および

表示を行う こ とができます。 ユーザに対し ては、 一つの統合されたエクスペ リ エンス と し て

映像が提示され、 管理者やユーザのオーバーヘ ッ ドはほとんど発生し ません。 実際に新しい

アプ リ ケーシ ョ ンが作成されるわけではないからです。
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ホワイ ト  ペーパー
セ ッ シ ョ ン制御は、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンを一つにま とめる と きだけでな く 、 種類の異な

る複数のネ ッ ト ワーク を介し て連携作業する と きにも役立ちます。 簡単な例と し ては、 キャ

ンパス ネ ッ ト ワーク を介し てビデオ アプ リ ケーシ ョ ンど う し を接続する と い う ものがあ り

ます。 ただ し、 同じ エン タープラ イズ WAN を介し てビデオ アプ リ ケーシ ョ ンを接続し よ う

と し たと きに、 その WAN がマルチキャス ト をサポー ト し ていなければ、 問題が発生する可

能性があ り ます。 同様に、 共有エ ク ス ト ラ ネ ッ ト またはイ ン タ ーネ ッ ト を介し た企業間コ

ミ ュニケーシ ョ ンの場合も、 さ まざまな課題が伴います。 セ ッ シ ョ ン制御を使用すれば、 い

く つかの ト ラ ンスポー ト  メ カニズムからの選択が可能になる と共に、ネ ッ ト ワークに組み込

まれた ト ラ ンスポー ト 変換デバイスの特定が可能にな り ます。

コ ンテンツ仮想化

文字と し て記された言葉の特質は、 検索が可能で、 イ ンデッ クスを付加でき、 そ し て任意の

形式に変換で き る こ と （HTML のカ スケーデ ィ ング ス タ イル シー ト やマーク ア ッ プ付き

Word ド キュ メ ン ト のよ う に） です。 メ デ ィ アネ ッ ト のコ ンテンツ仮想化は、 どのアプ リ ケー

シ ョ ンでも メ デ ィ アの生成、 配信、 消費ができるよ う にするためのサービスです。 コ ンテン

ツ仮想化によ って、 他の形態のメ デ ィ アも書き言葉と同じ特質を持つこ とができます。

現在販売されているアプ リ ケーシ ョ ンやデバイスが扱う メ デ ィ アの形式には、 さ まざまなも

のがあ り ます。 共通のメ デ ィ ア形式は存在せず、 これらの形式は表示形式 （アスペク ト 比）、

解像度、 使用する メ デ ィ ア コーデ ッ クがそれぞれ異なっ てお り、 サウン ド  チャネルの数で

すら一様ではあ り ません。 これらのう ち一つが異なっていても、 デバイスでの再生や使用は

できな く な り ます。 メ デ ィ アネ ッ ト のコ ンテンツ仮想化によ って、 メ デ ィ アはど こからでも

アクセスできるよ う にな り ます。 コ ンテンツ仮想化は、 個々のデバイスが理解可能な形式で

メ デ ィ アを渡すためのサービスであ り、具体的には、そのデバイスに適し た形式に変換する、

あるいは RTP のよ う な共通の ト ラ ンスポー ト 形式で メ デ ィ アを伝送する と い う 方法が使用

されます。

メ デ ィ アを操作する こ とは、 形式の変換のためだけではな く 、 リ アルタ イム メ デ ィ ア と保管

された メ デ ィ ア との接合にも役立ちます。 この機能が特に重要になるのは広告を挿入する と

きですが、その他にも、大企業の社内で定期的な告知や注意を発信する と きに利用できます。

アプ リ ケーシ ョ ンはそれぞれ固有のコ ンテンツの配信を担当し ているため、 ネ ッ ト ワーク を

基盤と し て複数の配信システムが構築される可能性もあ り ます。 メ デ ィ アネ ッ ト のコ ンテン

ツ仮想化が実装されていれば、 ユーザがコ ンテンツの正確な場所や、 自分のデバイスに配信

する方法を知る必要はな く な り ます。 そのコ ンテンツは海外のデータ セン ターに保管されて

いるかも しれないし、 CDN 経由でユーザと同じ  LAN セグ メ ン ト にあらかじめ配置されてい

るかも しれません （ダウンロー ド 時間だけでな く 、 WAN 上の帯域幅使用を減らすこ とがで

きます） 。 復元力を持たせるために、 複数のコ ピーが保管されている可能性もあ り ます。 地

理的に離れた複数の場所からいつでもス ト リー ミ ングできるよ う にし ておけば、 そのコ ンテ

ン ツへのア ク セスができ な く なる心配はあ り ません。 キャ ッ シ ュの使用に関し て、 アプ リ

ケーシ ョ ン固有のス ト レージ システムご とに従来築かれていた障壁は、中央集中型と分散型

のス ト レージ コ ン テ ン ツ仮想化によ っ て解消 されます。 分散型のグローバル ス ト レージ

プールの割り当て と再割り当ては、 ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ン、 およびビジネス ポ リ シーに

基づいて効率的に行う こ とができます。

ユーザがコ ンテンツを視聴するためには、 そのコ ンテンツを見つける こ とができなければな

り ません。 このよ う な メ デ ィ アにイ ンデッ クスを付け、 検索し て取り出すための共通の標準

はあ り ません。 保管されている メ デ ィ ア コ ンテンツを作成し たビデオ アプ リ ケーシ ョ ンが
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ホワイ ト  ペーパー
何種類もある場合に、 目的のス ト リームを見つけ出すのは、 ど こ を探すべきかがわかってい

る と し てもたやすいこ と ではあ り ません。 メ デ ィ アネ ッ ト ではメ タデータに関し て共通の方

針が採用されてお り、 コ ンテンツに関する情報を、 システム内すべての要素が理解できるよ

う になっています。

モビ リ テ ィ

モビ リ テ ィ に関する課題と し ては、 ユーザが別の場所または別のデバイスに移動する と きの

マルチ メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンの維持があり ます。 メ デ ィ アネ ッ ト ならば、 ユーザが別のデバイ

スに切り替えた り、 物理的な位置を変えた り し ても、 メ デ ィ アの再生は中断されません。 デ

バイスや場所が変わっても  QoE が維持されるので、 ユーザの状況に合わせた QoE レベルの

維持が可能です。 メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンがパブ リ ッ ク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ と プ ラ イベー ト

ネ ッ ト ワークの間を行き来するよ う な状況でも、 常にセキュ リ テ ィ と コス ト を考慮し ながら

最適なエクスペ リ エンスが維持されます。

セキュ リ テ ィ

他のさ まざまな タ イプの業務処理、 会話、 コ ミ ュニケーシ ョ ン と同様に、 あらゆる タ イプの

メ デ ィ アに関し ても、 会話と転送のセキュ リ テ ィ を確保する必要があ り ます。 機密性の高い

業務処理がビデオ会議を介し て行われる こ とや、 録画された極秘の製品更新情報がご く 一部

の人だけに配信される こ と もあるで し ょ う。 どち らの場合も、 セキュ リ テ ィ 、 情報の機密保

持、 およびアクセス コ ン ト ロールが必要である こ とは明らかです。

ユーザ、 デバイス、 アプ リ ケーシ ョ ンのアイデンテ ィ テ ィ を明らかにする こ とは、 アクセス

のセキュ リ テ ィ を維持するためだけでな く 、 対話と ネ ッ ト ワークへの情報受け入れに関する

信頼境界を確立する う えで非常に重要です。 ネ ッ ト ワークが実行するサービスが高度に、 多

機能になるにつれて、ネ ッ ト ワークだけでな く ネ ッ ト ワークに接続されたすべてのエン ド  ホ

ス ト も保護する こ との重要性は、 これまでにな く 高ま っています。 暗号化に関し ては、 単に

ネ ッ ト ワーク上の ト ラ フ ィ ッ ク をすべて暗号化し て し ま う と、 アプ リ ケーシ ョ ンのコ ンテキ

ス ト や ト ラ フ ィ ッ クの重要性をネ ッ ト ワークが認識できな く な り ます。 この追加のメ タデー

タ をネ ッ ト ワーク に知らせるために、 暗号化された フ ロー とは別の通信チ ャ ネルが必要で

す。

メ デ ィ アネ ッ ト のセキュ リ テ ィ  モデルは、エン ド ツーエン ド である と同時に幅広 く カバーす

る こ とが求められます。 た と えば、 ビデオ会議セ ッ シ ョ ンの開催時にビデオ、 オーデ ィ オ、

および ド キュ メ ン ト  チャネルの暗号化が使用されていた と し ても、セ ッ シ ョ ンの録画が暗号

化されず、 検索時もアクセス コ ン ト ロールが適用されていないよ う な状態では、 セ ッ シ ョ ン

全体のセキュ リ テ ィ が損なわれて し まいます。 同時に柔軟性も必要ですが、 それにはセキュ

リ テ ィ 状況の認識が正し く 表明されなければな り ません。 たと えば、 セキュアな会議ブ リ ッ

ジの各参加者との接続が暗号化されてお り、 こ こ に別の メ ンバーが、 暗号化されていない

PSTN ネ ッ ト ワーク経由で参加する と し ます。 全体的なセキュ リ テ ィ がこのよ う に変更され

たと きに、 も し この状況がビジネス ポ リ シー上許されないものであるのならば、 ブ リ ッ ジを

終了する可能性がある こ と を参加者全員に通知する必要があ り ます。

管理

管理を構成する ものには、 プロビジ ョ ニング と、 可視性および監視のサービスがあ り ます。

プロビジ ョ ニングとは、 ネ ッ ト ワークの設計と展開を統一し て、 複雑なポ リ シーと要望から

実際のマルチデバイス構成を作成する ものです。可視性と監視のサービスはネ ッ ト ワーク  オ

ペレータのためのもので、 問題がネ ッ ト ワークのサービスに影響を及ぼす前に検知する こ と

が可能にな り ます。
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ホワイ ト  ペーパー
メ デ ィ アネ ッ ト では、 デバイス設定の管理は簡単で、 多 く の場合は自動化できます。 エン ド

ポイ ン ト はネ ッ ト ワーク内での自身の場所を検出し、 自身の設定を行います。 さ らに、 ネ ッ

ト ワーク支援型検出を使用し て、ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンが自身をビデオ管理ステーシ ョ ン

に登録する こ とや （現在の Cisco IP Phone の動作に似ています）、 ネ ッ ト ワーク管理ツール

に登録する こ とができます。 ネ ッ ト ワーク と エン ド ポイ ン ト 自身によ って設定が行われるの

で、 ビジネス ポリ シーを適用し たままで、 アプ リ ケーシ ョ ンの管理を可能な限りユーザに任

せる こ とができるよ う にな り ます。 たと えば、 ネ ッ ト ワーク と アプ リ ケーシ ョ ンを認識する

管理アプ リ ケーシ ョ ン を利用すれば、 ユーザが臨時の高帯域幅セ ッ シ ョ ン を開催する こ と

も、 あらかじめ日時を決め、 会議室と帯域幅などのネ ッ ト ワーク  リ ソースを予約し ておいて

開催する こ と も できます。 この種のユーザ イ ン タ ラ ク シ ョ ンによ って、 ビデオ アプ リ ケー

シ ョ ン管理者と ネ ッ ト ワーク  オペレータの作業負荷が軽減され、よ り多 く のアプ リ ケーシ ョ

ンやユーザに対応できるよ う にな り ます。

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンがあま り にも複雑になる と、監視や ト ラブルシューテ ィ ングが難し

く な り ます。 ある時間帯に発生し た問題が、 別の時間帯や別の場所では発生し ないこ と もあ

り ます。 多数のユーザが参加し ているマルチパー ト  ビデオ会議セ ッ シ ョ ンにおいて、 一部の

参加者だけ QoE が低下する こ と もあ り ます。 問題を実際に報告し て く るユーザがご く 少数

だけとい う こ と もあ り、 その場合はさ らに究明が難し く な り ます。 このよ う な場合は、 ネ ッ

ト ワーク管理ツールを使用し て、 メ デ ィ ア対応のネ ッ ト ワーク と エン ド ポイ ン ト から メ デ ィ

ア フ ローに関する情報を収集し、 その情報から レポー ト を作成すれば、 状況を明確に把握で

きるので、 問題解決までの時間が短縮されます。 この管理ツールは、 使用状況と傾向に関す

る情報を収集する こ と もできます。 収集された情報は将来のネ ッ ト ワーク設計や計画の指針

と な り、 ビジネス ポリ シーの変更や微調整にも役立つ可能性があ り ます。

これらのサービス カテゴ リの目標にできる限り近づ く には、ネ ッ ト ワーク と アプ リ ケーシ ョ

ン との相互作用を明確に定義し てお く 必要があ り ます。 エン ド ポイ ン ト 上で実行されるアプ

リ ケーシ ョ ン と ネ ッ ト ワーク と を リ ン クするための標準プロ ト コルが必要です。 幸い、 この

よ う なプロ ト コルの多 く はすでにあ り、 標準化されています。 しかし、 そのよ う なプロ ト コ

ルにホス ト  オペレーテ ィ ング システムが対応し ていないこ とや、 プロ ト コルの実装が不完

全、 あるいはプロ ト コルを使う ためのメ カニズムが複雑すぎる こ と もあ り ます。 アプ リ ケー

シ ョ ン、 エン ド  ホス ト 、 およびネ ッ ト ワークの結合を強めるには、 緊密な統合と、 優れたア

プ リ ケーシ ョ ン対ネ ッ ト ワーク  イ ン ターフ ェ イスが必要です。メ デ ィ アネ ッ ト ではホス ト 対

ネ ッ ト ワークのプロ ト コルが多用されているため、ネ ッ ト ワークによる メ デ ィ ア フ ローと エ

クスペ リ エンスの最適化が可能です。

ま とめ

ビデオは、 注目を集めている メ デ ィ ア形態の一つです。 ビデオの特長は、 人の目を引きつけ

る こ と、 コ ンテキス ト が直感的に理解でき る こ と、 そ し て非常に効果的な方法で コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ンができる こ と です。 しかし、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンによ ってネ ッ ト ワークに高

い負荷がかかる こ とや、 既存のアプ リ ケーシ ョ ンに悪影響が及ぶこ と もあ り ます。 あらゆる

形態のメ デ ィ アの生成、 処理、 配信、 および表示ができるよ う にイ ン フ ラス ト ラ クチャ全体

を最適化するには、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ン と ネ ッ ト ワーク との密接な統合が必要です。

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンは、 他のメ デ ィ ア アプ リ ケーシ ョ ン同様に、 ネ ッ ト ワーク と密接

に統合させる必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンから ネ ッ ト ワーク に要求を行い、 ネ ッ ト

ワークから学習し て、 ネ ッ ト ワークの状態に合わせた対応ができ る こ とが必要です。 一方、

ネ ッ ト ワーク側に求められるのは、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに適し たサービスの提供、 ネ ッ

ト ワークへのアクセスの制御、 そし て最適なネ ッ ト ワーク  パスの選択です。
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メ デ ィ アネ ッ ト は、 この統合による最適化が可能であ り、 QoE、 効率、 および拡張性を高め

るための調整が可能です。 QoE は、 ビデオ と マルチ メ デ ィ ア エ ク スペ リ エンス全体を価値

ある ものにするために不可欠な要素です。 たった 1 つの動画が伝える情報が数千語の言葉に

匹敵する こ と もあ り ますが、 そのよ う な映像が可能な限り最良の状態で届けられる こ とが重

要です。 前述のよ う に、 ビデオは帯域幅やス ト レージなどのネ ッ ト ワーク  リ ソースを大量に

消費する こ とがあ り ます。 メ デ ィ アネ ッ ト な らば、 ビジネス ポ リ シーに従いながらネ ッ ト

ワーク と エン ド ポイ ン ト のリ ソース使用効率を最大限に高める こ とができます。 ネ ッ ト ワー

クには変動部分が多数存在するため、 複雑さは増す一方です。 メ デ ィ アネ ッ ト はネ ッ ト ワー

ク  イ ン フ ラス ト ラ クチャ を単純化できるので、 構成、 展開、 および ト ラブルシューテ ィ ング

が容易にな り ます。 管理性が高 く 単純である こ とから、 新しいビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの追

加も容易です。

アプ リ ケーシ ョ ン ネ ッ ト ワーク  イ ン タ ーフ ェ イ スは、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ン と ネ ッ ト

ワーク との橋渡し をする ものです。 この メ カニズムを通し て、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンは

ネ ッ ト ワーク と通信し、 情報をや り と り し ます。 メ デ ィ アネ ッ ト の中で実行される個々の

サービス （QoE、 セキュ リ テ ィ 、 管理、 モビ リ テ ィ 、 セ ッ シ ョ ン制御、 コ ンテンツ仮想化）

から一つの統合型ソ リ ューシ ョ ンを作り上げる う えで、 アプ リ ケーシ ョ ン ネ ッ ト ワーク  イ

ン ターフ ェ イスは重要な役割を果たし ます。

各セ ッ シ ョ ンが開始し て配信される と き、メ デ ィ アネ ッ ト  ラ イ フサイ クルは次のよ う に推移

し ます。

図 2 メ デ ィ アネ ッ ト のラ イ フサイ クル

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンを実行するエン ド ホス ト がネ ッ ト ワークに接続される と、802.1x な

どのプロ ト コルを使用し て認証が行われ、 参加の検証が行われます。 ネ ッ ト ワークへの参加

が許可される と、 エン ド ホス ト 上のアプ リ ケーシ ョ ンが CDP や LLDP などの検出プロ ト コ

ルを通し て検出され、ネ ッ ト ワークはそのビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに合わせて接続デバイス

を再設定し ます。 そのアプ リ ケーシ ョ ンがすでによ く 使用されている ものな らば、 アプ リ

ケーシ ョ ンに接続 されるネ ッ ト ワーク  デバイ スのためにシス コが設計 し たベス ト  プ ラ ク

テ ィ ス構成が存在する可能性もあ り ますが、 ネ ッ ト ワーク  オペレータは、 サイ ト 特有の状況

やニーズに合わせてデフ ォル ト 構成の代わ り にサイ ト 固有の構成を使用する こ と も でき ま

す。 このと きに、 ネ ッ ト ワークがビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに対し て、 ブー ト ス ト ラ ッ プを行

う こ とや、 ネ ッ ト ワーク  サービスに関する説明情報を渡すこ と もできます。

セ ッ シ ョ ンの作成が開始する と、 必要な リ ソースのアカウンテ ィ ングが実行され、 関連する

要求がネ ッ ト ワークに対し て行われます。 その要求に メ デ ィ アネ ッ ト が対応可能ならば、 そ

の時点でのネ ッ ト ワーク状態、 パス上および受け取り側のデバイスの能力、 およびビジネス

ポ リ シーを検討し た う えで、 メ デ ィ ア ス ト リームの進行が許可されます。 セ ッ シ ョ ン制御に

よ っ て リ ソース競合が検出された場合は、 ビジネス ポ リ シーにおける優先順位が低い他の

セ ッ シ ョ ンを適応させるか、 このセ ッ シ ョ ンのパスを、 ネ ッ ト ワーク内の最適化された別の
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パスに変更する必要があ り ます。このメ デ ィ ア セ ッ シ ョ ンの要求にネ ッ ト ワークが対応でき

ない場合は、 ビデオ アプ リ ケーシ ョ ン側が要求する リ ソースの量を減らすこ と もできます。

QoE を可能な限り高 く するために、 メ デ ィ ア ス ト リ ームおよびパス上のデバイスを適応さ

せる処理が動的に行われる こ と もあ り ます。

コ ンテンツ仮想化を使用する と、 データについて記述するためのイ ンデッ クスを作成する こ

とができ、 検索が容易にな り ます。 コ ンテンツが消費される と きの形式とは異なる形式でコ

ンテンツが保管されている こ と もあ り ますが、 その場合は適切な形式への変換が必要です。

さ まざまな場所をま とめて検索する こ とができるので、 コ ンテンツがど こにあるかをエン ド

ユーザが知っている必要はあ り ません。

メ デ ィ アネ ッ ト のデバイスおよびサービスの管理機能によ って、 すばや く 容易な展開が可能

にな り ます。ネ ッ ト ワーク状態が変化し てもユーザ セ ッ シ ョ ンに影響が及ぶのを防ぐための

機能と し て、 セ ッ シ ョ ン品質およびネ ッ ト ワーク使用状況の監視と レポーテ ィ ングがあ り ま

す。 この監視フ レームワークがメ デ ィ アネ ッ ト の状態に関する リ アルタ イムおよび履歴の情

報を保持し ているので、 エクスペ リ エンスの質を可能な限り高めるよ う にネ ッ ト ワーク とデ

バイスの適応と最適化を絶えず行う こ とが可能にな り ます。

ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの中には、すでにネ ッ ト ワークへの導入が始まっている ものもあ り

ます。 ネ ッ ト ワーク  オペレータには、 ソ リ ューシ ョ ンを適切に導入するための設計ガイ ド ラ

イ ン と構成ベス ト  プ ラ ク テ ィ スが必要です。 これらは、 予測可能性、 パフ ォーマンス、 品

質、 およびセキュ リ テ ィ のさ まざまな面について検証されている必要があ り ます。 ビデオ対

応ネ ッ ト ワークおよびビデオ アプ リ ケーシ ョ ンに関し ては、すでに設計ガイ ドが公開されて

います。 このビデオ アプ リ ケーシ ョ ンの例には、 テレプレゼンス、 デジ タル サイネージ、 IP

ビデオ管理、 標準電話ベースのビデオ会議、 ビデオ オンデマン ド、 IPTV のよ う な、 よ く 知

られているアプ リ ケーシ ョ ンがあ り ます。 今後、 メ デ ィ アネ ッ ト  ソ リ ューシ ョ ンが拡大し導

入が進むにつれて、 検証済みの設計および展開のガイ ドが段階的に発表される予定です。

現在ビデオ アプ リ ケーシ ョ ンをネ ッ ト ワーク上で実行し ている企業は、シスコのメ デ ィ ア対

応ネ ッ ト ワーク を構築する こ と で、 メ デ ィ アネ ッ ト のための安定し た基盤を確立する こ とが

できます。 メ デ ィ アネ ッ ト とは、 メ デ ィ アを認識するネ ッ ト ワーク と、 ネ ッ ト ワーク を認識

するビデオ アプ リ ケーシ ョ ン と を一体化させる ものです。 ユーザはいつでも、 ど こでも、 ど

のデバイスからでも、 ビデオ コ ンテンツを見つけて、 可能な限り高い品質で楽しむこ とがで

きます。

関連情報

ビジネス ビデオ デザイ ン ガイ ド （英語）

http://www.cisco.com/en/US/netsol/ns813/networking_solutions_solution_segment_home.html

メ デ ィ アネ ッ ト

http://www.cisco.com/jp/go/medianet/
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